
篠 栗 町 議 会 定 例 会

平成２７年第２回（６月）

６月８日（一般質問）



１番　　 ２番　　 ３番　　

４番　　 ５番　　 ６番　　

７番　　 ８番　　 ９番　　

１０番　　 １１番　　 １２番　　

副 町 長

総 務 課 長

会 計 課 長

税 務 課 長

健 康 課 長

こども育成課長

産業観光課長

上下水道課長

社会教育課長

出席した議会事務局職員

次　　長

都市整備課長

学校教育課長

局　　長

城　戸　　安　行

住 民 課 長

三　浦　　     正

清　原　　眞　也

城　戸　　清　壽

松　岡　　秀　策

井　上　　伸　一

八　尋　　正　記三　明　　祐　治

村　瀬　　治　邦佐　伯　　和　久

黒　瀬　　英　三 

財 政 課 長

阿 髙 紀 幸

欠席議員

松 田 國 守

大　塚　　哲　雄

横 山 久 義 大 楠 英 志

立　花　　博　友

荒 牧 泰 範

栗の子保育園長

村　瀬　　　　 修

山　口　　茂　幸

村　嶋　　茂　則  

まちづくり課長

福 祉 課 長

阿　部　　正　博

松　田　　秀　幹

井　上　　勝　則 

平成２７年６月８日　　　　午前１０時

場所

日時

出席議員

教 育 長

町 長

西　　　　 邦　彰

地方自治法第１２１条の規定により出席した者

阿 部 寛 治

係　　長 伴　　　　 秀  代

平成２７年　第２回　定例会　会議録

村 瀨 敬 太 郎

田 辺 弘 之古 屋 宏 治

山 田 眞 士

篠栗町役場　　議事堂

今 長 谷 武 和

栗 須 信 治



－ 6 －

開会 午前１０時００分 

○議長（阿部 寛治） おはようございます。 

  本日は全員出席で、開議は成立いたします。 

  傍聴に来庁されました皆様には、本町議会に関心を持たれますことを、感謝申し

上げます。 

  傍聴の際は、皆様へ配付しております一般質問通告書一覧、１ページの注意事項

を熟読されまして、御協力いただきますようにお願いいたします。 

  日程第１、一般質問を行います。 

  質問者は７名でございます。 

  質問時間は、申し合わせにより、答弁を除き、１人３０分といたします。 

  この際、議員の皆様に議事進行に際してのお願いを申し上げます。 

  本会議での議論が活発になることが大事であると考えていますので、多少の発言

のずれは認めたいと思います。 

  ただし、リアルタイムでの配信を行いますので、質問議員も答弁者も言葉遣いに

は気をつけるように求めます。 

  発言内容を精査して最終日に議長判断を報告させていただきます。 

  御協力をお願いいたします。 

  それでは、順次、質問を許可いたします。 

  質問順位１番、松田國守議員。 

○議員（松田 國守） おはようございます 

  議席番号10番、松田でございます。 

  １問、質問させていただきます。 

  全国で、農作物の鳥獣害が深刻化しています。 

  被害はここ数年２２０億円から２３０億円で推移していると報道されております。 

  わが町の被害も、後を絶たないようでございます。 

  農家にとって昔から、問題なのが、イノシシですが、近年、大きな問題になって

いるのが、鹿だと言われております。 

  下草を食べ尽くしたため、土や岩がむき出しになって地盤が弱くなり、土砂崩れ

の原因ともなり、また、樹皮を食べるために木が枯れてしまい、植林したばかりの

苗木が食べられるなど、農林業の被害が、拡大しているようであります。 

  被害を減少させる対策として、餌をなくす、柵で囲う、居心地を悪くする、  

捕獲するなどがありますが、高齢化や過疎化で中山間地に人がいなくなり、荒れ地
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や耕作放棄地がふえて棲家や活動に適した場所が広がったことや、高齢化でハンタ

ーが毎年減少傾向にあり、被害減少策の成果は芳しくないようであります。 

  このように、全国で深刻化している鳥獣害防止問題に早くから取り組んでこられ

た、兵庫県森林動物研究センターの設立者で、国立科学博物館の林良博先生は、人

と、野生動物、そして、自然環境との調和のとれた共存を目指して、先進的な調査

研究を行い、それに基づいた具体的な取り組みを実施し、大きな成果を上げてこら

れたそうでございます。 

  先生は、「広域化、多様化する農林業被害や、生活被害を軽減しつつ、野生動物

と地域住民の調和のとれた、共存社会を実現することは生易しいことではありませ

んが、自然環境の保護とともに、種として存続できるような適切な生息地の保全管

理を行うべきです。そのためには、都道府県別、少なくともブロックごとに科学的

な調査研究を行うセンターが不可欠です。」と言われております。 

  町長は、平成２７年度は、地方創生の具体的な事業展開を行う初年度で、篠栗町

まち・ひと・しごと創生総合戦略をつくり上げ、地方創生を実践する先進地篠栗と

なるよう最大限の努力をすると決意を述べておられます。 

  この際、地方創生の一環として、前述のような、あるいは、それに準ずる取り組

みの啓発を内外に発信するお考えはないか、見解をお尋ねします。 

  なお先般、猿が民家付近に出没し、要警戒、要注意のトランペット放送が数回あ

りました。 

  全国的にも、家の中に進入して荒らされるばかりか、女性や子どもに対しては、

威嚇や襲撃するなど、生活自体が脅かされる例も報道されております。 

  出没したそのとき、トランペット放送のほか、どう対処されたのか。 

  またこれからの対策をお尋ねします。 

  終わります。 

○議長（阿部 寛治） では、ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

  三浦町長。 

○町長（三浦 正） おはようございます。 

答弁に入ります前に、一昨日未明の火災通報があったことを御承知かと思います

が、誤報でございまして、火災には至りませんでしたことを、皆様方に御報告いた

します。 

  さて、松田議員の先進的な鳥獣害対策の発信をという御質問について答弁いたし

ます。 
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  ご質問の中にあります、林良博先生の取り組みは、ワイルドライフマネジメント

の推進、という取り組みであると承知しております。 

  ワイルドライフマネジメントとは、調査研究によって得られた科学的根拠に基づ

いて計画を策定し、さまざまな利害関係者との合意形成を経て、個体数管理、被害

管理、生息地管理を適切に組み合わせ、野生鳥獣の保護管理を行うことによって

「人-野生動物-生息地」の関係を適切に保ち、生物多様性の保全にも寄与するもの

と期待してあります。 

  野生動物の生息状況や被害状況は、気象条件、植物の豊凶、社会情勢など予測困

難な要因に左右されるため、その不確実性、非定住性を考慮し、モニタリングによ

る評価に基づく計画の修正を前提とした管理が必要と言われております。 

  福岡県におきましても、特定鳥獣であるイノシシとシカについて、それぞれ保護

管理計画が策定され、モニタリングの実施によるデータ収集が行われ、おおむね２

年ごとに計画の見直しが実施されているところでございます。 

  当然のことながら、当該計画において篠栗町は、対象市町村に含まれております。 

  ただサルに関しましては「福岡県ニホンザル対策基本方針」は定められておりま

すが、市町村計画の策定までは至ってないところが現状でございます。 

  お尋ねの地方創生の一環として鳥獣対策の取り組みをというお話でございますが、

篠栗町におきましては数年前から山の姿を自然の里山に戻す取り組みを地道に続け

ているところでございます。 

  杉、檜の人工林や竹林に覆われた山を皆伐して、そこにドングリやクヌギ、山桜

など植栽し、将来木の実を求めて小鳥や小動物が集まり、現在、有害鳥獣として駆

除しておりますイノシシや鹿が山に戻るよう、そういう壮大な計画でございます。 

  皆伐した杉や檜につきましては、小中学校の教室木質化事業に有効に活用してお

りますし、竹林につきましても福岡大学の佐藤先生と協力して、具体的な活用方法

を模索しているところでございます。 

  人工林の里山への転換という、３０年ほどかかる計画でございますが、地道に取

り組みたいと考えております。 

  そしてこうした実践を各方面に発信し、他市町村におきましても同様な取り組み

がスタートできるよう努力してまいります。 

  最後に、先般サルが民家付近に出没したときの対応等についてお答えいたします。 

  本来、サルなどの野生動物は警戒心が強く、人を襲うことはほとんどないと言わ

れております。 
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  しかしながら、不用意に近づいたり目を合わせたり、また、食べ物を見せたりす

ると襲ってくることがありますので、今おっしゃいましたように、町内放送にて、

住民の皆さんに注意喚起を行ったほか、小中学校には、教育委員会を通じて、適切

な下校指導をお願いしたところでございます。 

  今後につきましては、これまでにも実施いたしておりますが、注意喚起用のチラ

シの回覧、職員や警察によるパトロール、また場合によっては猿が人や集落に慣れ

ないように、地域住民の皆様と一体となって追い払うということも重要であろうか

と考えております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの答弁に、松田議員、質問ございますか。 

  はいどうぞ。 

○議員（松田 國守） 質問というよりも要望になりますけれども、今の町長のお答

えで安心いたしましたが、野性動物の保護や適正な管理の問題は国土保全の問題で

もあり、農山村の活性化の問題でもあるというふうにも言われております。 

  どうぞこれからの取り組みを強化していただきますよう、よろしくお願いいたし

まして、終わります。 

○議長（阿部 寛治） 次の質問順位に参ります。 

  質問順位２番。 

  田辺弘之議員。 

○議員（田辺 弘之） おはようございます。 

  議員番号２番、田辺弘之でございます。 

  本日は初めて質問させていただきますので、どうかよろしくお願いいたします。 

  まず初めに、行政講座の実施に関して、町長にお尋ねいたします。 

  先月２５日の町づくり住民説明会はわかりやすくて、とてもよい内容でございま

した。 

  今月の４日での議会での町長の諸情勢報告においても、「務めて、町民の皆様に

説明責任を果たしてきたと自負しておりますが、今後は、もう一歩前進して、住民

の皆様との対話を重ね、町民の皆様の多くの視点を咀嚼しつつ、篠栗町の自治の発

展に向けて邁進してまいる所存でございます。議会においても、町民の皆様との対

話を重視され、さらに開かれた篠栗町議会を目指していただきたいと願っておりま

す。」と発言されました。 

  今までも、防災や介護保険の出前講座、町長みずからが参加されての行政区ごと
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の説明会、さらに、この３年間では、クリエイトでの町づくり住民説明会と町民に

対する積極的な取り組みがなされてまいりましたが、今年のまちづくり住民説明会

の最後に、町長が、「これまでは説明責任を果たすことに重きを置いてきたが、こ

れからは、これまでの取り組みを生かしながら、対話のまちづくりを実践してい

く」と言われました。 

  対話は、ともに話し合う相手との共通認識が多ければ多いほど、その内容が深く

なり、互いの理解も取り組みも積極的になると思います。 

  しかしながら、限られた時間では、一つ一つの内容への理解が十分だとは言いが

たいのではと考えます。 

  町民の皆様が町行政への理解を深める意味で、例えば、クリエイト篠栗の会議室

を使用して、広く町民の皆様に、町行政の内容を理解していただくためのわかりや

すい講座を定期的に開催することは可能でしょうか。 

  また、内容に関してですが、ことしからホームページに初めて予算の詳細も掲載

され、福岡市やその他の自治体では、その予算を学びあう講座もございます。 

  役場の皆様には、御負担が増えるとは思いますが、それ以上に、より住民の皆様

が主体性を持ってまちづくりに汗をかき、その行動と結果にみずからの喜びを感じ

る意識の創造のためにも新たに行政講座を検討するお考えはあるのかをお聞きした

いと思います。 

  以上です。 

○議長（阿部 寛治） 町長。 

  いまの質問に対しての答弁をお願いします。 

  はい三浦町長。 

○町長（三浦 正） それでは、田辺議員の行政講座の実施をという御質問について

答弁いたします。 

  まず、５月２５日に開催いたしました篠栗町まちづくり住民説明会は、前年度の

実績報告並びに当該年度の事業計画など、町の指針を住民に示す場としているもの

でございます。 

  ことしも多くの皆様に、御出席いただきましたことをこの場をお借りしましてお

礼を申し上げます。 

  ありがとうございました。 

以前は、各区を回り説明会を行っておりましたが、多くの町民が一堂に会して自

由な雰囲気のなかで、説明会に参加できるようにと、クリエイト篠栗の大ホールに
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て開催しております。 

  毎年参加者は４００名前後で推移しているところでございます。 

  さて、行政講座の件でございます。 

  自治体の業務が多様化するにつれて、その内容は複雑なものとなっており、行政

運営に関心を持つ住民の皆様に正確な情報を伝えることがやや難しくなっていると

感じております。 

  このような状況の中で、行政運営に関する情報を提供することによって、施策等

の決定や実施の過程について、町民の皆様が確認することのできる透明性や説明責

任の確保が必要であると、これまでも認識しているところでございます。 

  今回のまちづくり住民説明会でも申し上げましたとおり、多くの町民の皆様と対

話することの重要性、このことを痛切に感じておりまして、対話の中で、いろいろ

な視点をいただき、その視点を大いに参考にして、私が政策として取り上げていく、

こうした積み重ねが必要な時代に変わってきたと感じているからでございます。 

  まさに、町民の皆様あなた方が主役ですという、そういう姿勢こそ、これから必

要ではなかろうかと考えております。 

  行政講座の実施をとの御意見でございますが、ここが知りたい、こんなこと勉強

したいという、まとまったグループや団体等で、そのような要望がございましたら

務めて説明に伺うようにいたしますが、現在のところ、定期的な講座を開催するこ

とについては、今後の検討課題として考えてまいりたいと思います。 

  今後も開かれた町政づくりを進めるためにも、住民と行政のパートナーシップの

向上を図るために、対話のまちづくりを進めながら、行政運営への関心を高めてま

いりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部 寛治） 質問はございますか。 

○議員（田辺 弘之） ぜひとも、御検討をよろしくお願いいたしたいと思います。 

  やっぱり、ああいうクリエイトみたいな広い会場で、何か御質問はございません

かといわれた場合、なかなか手を挙げる方もいらっしゃらないので、やっぱり、そ

ういう定期講座また行政講座も、大切と思いますので、どうかよろしくお願いいた

します。 

○議長（阿部 寛治） ２問目ですか。 

  ２問めに移りますということを宣言して言ってください。 

○議員（田辺 弘之） はい、では２問目に移ります。 
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  次に、マイナンバー制度に関して、町長にお尋ねいたします。 

  平成２８年４月より、社会保障税番号制度、通称マイナンバー制度が実施されま

す。 

  内閣官房のホームページには、平成２７年１０月から住民票を有する国民の皆様

一人一人に１２桁のマイナンバーつまり個人番号が通知されます。 

  また、マイナンバーは、中・長期在留者や特別永住者などの外国人の方にも通知

されます。 

  通知は、市区町村から原則として、住民票に登録されている住所宛にマイナンバ

ーが記載された通知カードを送ることによって行われます。 

  マイナンバーは一生使うものです。 

  マイナンバーが漏えいして不正に使われる恐れがある場合を除いて、番号は一生

変更されませんので、マイナンバーはぜひ大切にしてくださいと書かれております。 

  大切なプライバシーに関する重要なことですが、まだまだその意味が浸透してい

ないようでございます。 

  本年２月に行われたマイナンバー制度に関する世論調査の結果でも、内容まで知

っていたは２８.３％、内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがあるが、４

３％、知らないは２８.６％と、まだまだ認知度は低く、国が決めた制度ではござ

いますが、町を通して、簡易書留で書類を届けることになるので、これからどうい

う方法で、町民の皆様に対して周知を図っていくのかをお尋ねいたします。 

  以上です。 

○議長（阿部 寛治） 通告２問目の、答弁を三浦町長に求めます。 

  はい、三浦町長。 

○町長（三浦 正） マイナンバーに関します町の周知について、という御質問につ

きまして答弁いたします。 

  これまで町が行った広報についてでございますが本年３月広報ささぐりで、マイ

ナンバー制度の概要につきましてお知らせをしたところでございます。 

  また、ホームページにも掲載いたしております。 

  しかしながら議員がおっしゃいましたように、町民の皆様に十分に浸透していな

いとの御指摘もございまので、当然のことではございますが１０月のマイナンバー

通知、来年１月のカード交付に向けまして、工夫を凝らしながら、８月号の広報紙

から連載で、広報紙とホームページで、皆様方にお知らせしてまいりたいと考えて

おります。 
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○議長（阿部 寛治） はい、どうぞ田辺議員。 

○議員（田辺 弘之） 現在のホームページを見ましても、ちょっとわかりにくいと

いうか、もっとわかりやすくですね、マイナンバーとは、こういうことということ

を周知していただきたいと思いますので、大切な大切な一生ものの番号になると思

いますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（阿部 寛治） はい。要望ですね。 

○議員（田辺 弘之） はい。 

○議長（阿部 寛治） 終了される時は、これで終了しますという宣言をして下さい。 

○議員（田辺 弘之） これで終了します。 

○議長（阿部 寛治） では、次に移ります。 

  質問順位３番、大楠英志議員。 

○議員（大楠 英志） 議席番号８番、大楠英志でございます。 

  ふるさと納税で、町の財源確保と活性化をについて質問をいたします。 

  今、どこの自治体も知恵を出して、財源の確保と町の活性化に懸命に取り組んで

おります。 

  その一つに、ふるさと納税がございます。 

  特に、ふるさと納税におきましては、その地域の特産品や名産品、謝礼の品物な

どを、寄付をいただいた方に送っています。 

  これは全国に大変なブームを起こしていると言われ、よくも悪くも加熱の状態と

マスコミ等で報じられています。 

  このふるさと納税制度は、生まれ育ったふるさとや、応援したい自治体に寄付を

すると、２,０００円を超える部分が今住んでいる所在地の個人住民税と所得税か

ら、控除される制度と聞いております。 

  そこで、篠栗町におきまして、ふるさと納税制度が発足して、現在までの寄付件

数と、寄付の総額をお尋ねいたします。 

  西日本新聞の平成２６年１２月２３日時点の資料によりますと、このふるさと納

税ベストテンに九州から５市町が入っており、１位は平戸市で、１０億２４２０万

円、２位は、玄海町の８億７,０２０万円、４位が宮崎県綾町で、７億１,０００万

円、９位、都城市、１０位、小城市となっております。 

  いずれの自治体も多額の寄付を集めております。 

  全国、どこの自治体に置きましても、財源確保に頭を抱えている状況におきまし
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て、まことにうらやましい限りでございます。 

  また、久留米市におきましては平成２７年度の目標額１億円を、わずか半月で、

達成をしています。 

  ４月１７日現在におきまして、１億１７３万円、１,９４６件の寄付をいただい

ておりまして、市総務課では、思いもよらない反応と、６月議会に目標額の見直し

を盛り込んだ補正予算案を提出する予定とのことでございます。 

  他の自治体においても、この制度により多額の税外収入を得て、財源確保を図っ

ています。 

  篠栗町も、観光の町として森林セラピー、霊場体験や旅館の宿泊無料招待券等の

サービスをふるさと納税の目玉商品としてはいかがでしょうか。 

  また、今、観光協会が推進しております商品開発、旅行プランや、商工会・JA粕

屋との連携ができれば、この制度に十分対応は出来、活路は開けるものと考えられ

ます。 

  このふるさと納税制度の取り組みを強化して、篠栗町の財源確保と地域の活性化

を図るべきだと提案をいたします。 

  町長の考えを伺いたいと存じます。 

  よろしくお願いします。 

○議長（阿部 寛治） ではただいまの質問に対し答弁を求めます。 

  三浦町長。 

○町長（三浦 正） それでは、大楠議員のふるさと納税で町の財源確保と活性化を

についてお答えいたします。 

  まずは、本町へのふるさと納税の寄付件数でございますが、平成２０年４月３０

日の施行以来、平成２７年５月末現在で、９名の方から延べ２５件、３１８万４,

２４７円の寄付が行われており、本町にとっては貴重な財源となっていることをお

知らせいたしますとともに、改めてご寄付をいただいた皆様方にお礼を申し上げま

す。 

  さて、全国でも人気を集めている自治体に目を向けますと、地域の特産品を生か

した四季折々のお礼の品を進呈してあります。 

  その中でも、魚介類や果物などの人気が高く、自治体の財源のみならず、地域経

済の活性化にもつながっております。 

  この人気の秘訣として、お礼の品のメニュー化を行い、寄付者の選択肢を広げ、

それがリピーターとなっていることや、寄付金の使途を明確にすることで、それに
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賛同を得ることも成功につながっているものと思います。 

  本町の状況といたしましては、篠栗町観光協会により、特産品の開発に努力して

いるところであり、リピーターを確保できるような特産品の開発を現在目指してい

るところでございます。 

  今後、さまざまな目線から魅力的な特産品を見出せるよう関係部署と連携を図り、

進めてまいりたいと考えております。 

  また、森林セラピーや霊場体験、旅館宿泊などの体験型サービスに関しましては、

今回の地方創生における地方活性化・地域住民生活等緊急支援交付金の地域消費喚

起型において、福岡県が実施する「福岡よかとこ旅行券」が今月２６日から販売さ

れることに伴い、本町の町内宿泊施設の宿泊費、それを半額で利用でき、森林セラ

ピー体験ツアーなどを織りまぜたプランを実施することとしております。 

  利用状況を見ながら、今後の判断材料にしてまいりたいと考えております。 

  ただ、現在のふるさと納税のブームは、生まれ育ったふるさとを離れて生活を営

んでらっしゃる方やその自治体に対して頑張ってほしいとの温かい思いをいただく

寄付金制度としてのふるさと納税の趣旨からいささか外れているような気がしてな

りません。 

  単に財源増加を目指して、目新しいお礼の商品を用意するというより、制度の本

旨にのっとった取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

  これらのことから、これからのふるさと納税による税外収入を確保するには、持

続可能な基盤整備が必要であり、今後、関係機関との協議を重ねて、実現に向けて

進めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（阿部 寛治） 大楠議員。 

  何か質問ございますか。 

  はいどうぞ。 

○議員（大楠 英志） 今、町長から答弁いただきまして、このふるさと納税の発足

当初から、２７年５月現在で９名の方から、２５件、３１８万４,０００円の寄付

ということで、この方たちには感謝を申し上げたいと思っています。 

  この一般質問のですね、通告後に、久留米市総務課に、ふるさと納税の最新情報

を、電話にて伺いました。 

  それによりますとですね。 

  平成２７年の５月３１日現在で、４,４８０件、寄付額が２億８,０９２万円との
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ことでございます。 

  先ほど町長が言われました寄付金の使い道におきましても応援メニューがありま

して、１.子どもいきいき事業、２.歴史継承・芸術の推進事業、３.健康福祉事業

というようにメニューがあり、特に希望がない方は、市長お任せコースが設定して

あります。 

  以上のような応援メニューがあり、自治体が日ごろ、わかっていてもなかなか実

行できない、財政面で手の届かないところの政策が実行されるとのことでございま

す。 

  とくに、この辺については、農業部門と商工会関係とお互いの情報交換調整連絡

が、大切ですよと、係の方から承っております。 

  このふるさと納税のことにつきましては、先ほど、町長の答弁の中にありました

が、寄付額のことが話題の中心で、町の活性化の方はどうなっておるんだろうかと

いうことで、全国でトップでありました平戸市の担当課の方に地域の活性化の件で

お話を伺いました。 

  平戸市においては、１２月の時点では、１０億２,４２０万円であったが、この

年度末には１４億６,０００万円の寄付があったということでございます。 

  こちらの応援メニューは地域づくり人づくり、２が文化遺産、まあ教会等がたく

さんございますので、それの保持と紹介、３がずっと住みやすいまちづくり、子育

て人口増対策の３点で、２６年度の寄付を使った事業は、この事業をですね、２７

年度に行うとのことでございましたので、今からこの３つのメニューに取り組みた

いということでございました。 

  平戸市でもですね、ふるさと納税を平成２０年から取り組みましたが、当初はで

すね、年間１００万円ほどの寄付であったということでございます。 

  それで、担当の職員の方がですね、全国をインターネット等で探しましたところ、

うちでも、こんな年間１００万ということではないでもっとできるんじゃなかろう

かということで、２６年度にですねカタログ販売にしたそうでございます。 

  そうすると、年間３，５００万円ほどの寄付があって、２６年度はですね、カタ

ログとポイント制にリニューアルするとですね、現在海産物詰め合わせセットがで

すね１,５００セットの待ちで、この特産品を用意する方法が間に合わないという

ようなことでございました。 

  またですね、この７月３日と４日に、このふるさと納税、九州沖縄サミットをこ

の平戸市で開催するそうでございます。 
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  今、全国また海外からもですね視察とか、いろんなメディアが来たいということ

ですが、一切対応できないで断っておると、ところがこのふるさと納税の九州沖縄

サミットは、全員ですね、この参加希望受け入れて、参加していただきたいと思っ

ておるので、このサミットにぜひお出でいただきたいということで、篠栗町からも、

職員が参加していただいてですね、勉強をしていただきたいなと思っておりますが、

この予定はございますでしょうか。 

  はい、以上、再質問いたします。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの質問に対して、町長、何かありますか。 

  はいどうぞ。 

○町長（三浦 正） 今、久留米、あるいは平戸の件について、細かく御報告いただ

きました。 

  平戸については私も、かなり細かく調査しておりまして、今お話のように、ポイ

ント制に移行してあるとかそういう点が、そしてまたそのポイントが暦年で積み上

げられて、前年の余分なポイントを、また、ことしに利用できると、いわばショッ

ピングのポイントのスタイルを、ふるさと納税制度に活かしたということが、非常

に効果があったと私も市長からお聞きしているところでございます。 

  そのサミットへ参加する計画はあるかとおっしゃられましたが、今お聞きしまし

たその日程でございますので、課内のほうに指示をしてまいりたいと思っておりま

す。 

  よろしくお願いします。 

○議長（阿部 寛治） はい、大楠議員。 

  はい、どうぞ。 

○議員（大楠 英志） 大変忙しい時期だと思いますが、ぜひ、職員の参加をお願い

したいと思っております。 

  先般ですね、東京篠栗会のお世話をしている方とお話をする機会がありまして、

なにか情報はないかなということで、まあこういうふるさと納税のことで、質問を

するんだと申し上げました。 

  もし、そういうことが決定すれば、東京篠栗会は、全面的に支援しますからとい

うことで、伝えて下さいということを聞いておりますので、よろしくお願いいたし

まして、質問を終わります。 

○議長（阿部 寛治） では、質問順位４番、山田眞士議員。 

○議員（山田 眞士） はい。 
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議席番号４番、山田眞士でございます。 

  きょうは、町長に、一つ質問をさせていただきます。 

  子ども医療費の無料化を、中学３年生卒業までに拡充するということであります。 

  これらの子どもたちは、国の政策であります義務教育に携わっている子どもたち

です。 

  この子どもたちの健康を守るということは、児童福祉法においても、また、自治

法においても、責任が問われております。 

  その中で、ことしの２月、福岡県知事の小川知事は、人口減少対策として、就学

前の子どもを対象にしている乳幼児医療費助成を、小学校６年生まで拡大すること

を軸に、検討しているということが、西日本新聞でも、報告されております。 

  県議会の代表質問で、小川知事は、対象年齢の引き上げなど、大幅な、拡充を検

討すると、述べておられます。 

  仮に県が、通院、入院とも小学校６年生まで医療費を無料化する場合、小川知事

は、将来にわたって、持続可能な制度にするという観点を踏まえつつ、検討すると

述べておられます。 

  このことから、市町村に対する補助金の割合は、もし現行基準が維持されますな

らば、補助割合は、市町村の場合は、５０％でございます。 

  この軽減分を活用すれば、中学生卒業までの医療費無料化は、可能だと私は考え

ております。 

  また、内閣府の地域２０１４によりますと、子育て支援の拡充策が、人口をふや

す重要な要因であるという、報告もされておられます。 

  篠栗町は、地方創生のという国策に基づいて、人口をふやすことに計画を立てて

おられます。 

  しかし、今の世の中は、子どもさんたちの出生率は、どんどんどんどん低下して

おります。 

  また、その中で、結婚や子育てを願っても、それが実現できないという問題を抱

えております。 

  そういった中で、自治体が社会福祉の一環である子どもさんたちに対する医療費

の無料化を、実現することは、この町に多くの子どもさんたちを、また家庭を迎え

ることができると思います。 

  そういう意味においても、私は中学校卒業までの医療費無料化は、必ず実現すべ

きであろうと私は思っております。 
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  そうすることによって、この町に、いつまでも住みついてくださるのではないで

しょうか。 

  子どもたちは、私たちの未来を担います。 

  未来を担う子どもたちの健康を守るのは、自治体の本来の役目でありますので、

どうか私は三浦町長に、この無料化について、検討していただくことを訴えさせて

いただきます。 

○議長（阿部 寛治） 答弁をよろしくお願いします。 

○町長（三浦 正） ただいまの山田議員の子ども医療費の無料化を中学卒業までの

拡充へという御質問に対してお答え申し上げます。 

  子ども医療費助成制度は地域で異なっておりまして、財政に余裕のある市区町村

が上乗せ助成を行っており、本町では、糟屋郡の大半の町と同様に、３歳未満は医

療費の自己負担はなく、３歳以上小学校就学前までは、通院が月６００円を限度と

して、入院は１日５００円で月に７日までを限度として最大３,５００円を自己負

担いただくこと、そういう制度をとっております。 

  これにつきましても、順次、改正をし、子どもたちをお持ちの保護者が、生活し

やすくなるように改定を進めてきたものでございます。 

  また、平成２５年度からは、小学生の入院のみ１日５００円で月１０日間まで最

大で５,０００円を自己負担の限度として、それ以上かかる場合は自治体において

助成するという流れで、新宮町を除く糟屋郡の６町が同一歩調で進んでいるところ

でございます。 

  さきの県議会で小川知事が人口減少対策として、就学前の子どもを対象に実施し

ている乳幼児医療費助成を、小学６年生まで拡大することを検討し、２０１６年度

から対象を拡大を目指すと述べられました。 

  しかしながら、県の補助は、現在でも、所得制限を設けておりまして、本町では、

所得制限を設けておりませんのでその分は、町の単独負担となっておりまして、議

員のお話の５０％補助で終わるんじゃないかっていうことをいささか超えて町の財

政負担が広がることとなるわけでございます。 

  今回の県の改正につきましても、所得制限が設けられることが考えられます。 

  そこで、町の負担が増加しますし、対象額につきましても、子どもの９割弱は、

社会保険等の被保険者、被用者保険加入者で、町では、その医療データ等を把握で

きておりません。 

  １割強の国保データで推察するしかないのが現状でございます。 
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  今後は、制度の改正に向けては、しっかりと情報を集めまして、近隣自治体とし

っかり協力し合って、そして情報交換しながら進めてまいりたいと考えております。 

  御意見にございましたように、中学卒業までの拡充に向けては、一気に進めるこ

とは難しいと思いますが、慎重に検討してまいりたいと考えておりますのでよろし

くお願いします。 

○議長（阿部 寛治） 山田議員、再質問。はい。 

○議員（山田 眞士） 私は今の答弁を聞いておりますと、県がこういうふうに動く

から、篠栗町はこういうふうに動くしかないというふうにも聞こえるんです。 

  私は自治法を読みまして、篠栗町は篠栗町の独自の政策を立てることができるは

ずであります。 

  私はそのこと問うているんであります。 

  予算の問題はいろいろあるかもしれません。 

  しかし、市町村財政調整基金とか、また、地方創生によって、でてきます交付金

の活用することは、この国会でもできると言っております。 

  だから、今は、私は小川県知事の言葉も前向きでいいなと私は思っております。 

  しかし市町村では、その財源がないとかいろいろなこと言われます。 

  しかし、地方創生による交付金を活用することもできるはずであります。 

  ただ問題は、自治体が予算を組むときに何に重点を置いてるかであります。 

  自治法によりますと、社会福祉の拡充こそ答申こそ自治体の本旨であると書いて

ます。 

  そのことが、三浦町長に、しっかりと、この町を守るためにもあるのかというこ

とを、あるんでしょうかということ聞いておるんであります。 

  そういう方向で検討しますということを、そういう気持ちが、考えが、あります

でしょうかということ問うてるんです。 

  私は、予算のことを今直接問うてるんではありません。 

  そういう方向性でいくということは、町長の中にあるんでしょうかということを

お聞きしてるだけです。 

○議長（阿部 寛治） はい町長。 

○町長（三浦 正） ただいまの再質問にお答えいたします。 

  山田議員のお考えにつきましては重々理解をしたつもりでおります。 

  私もいろんな方面での予算の使い道については、例えば今年度の９３億の予算に

つきましては、各課と慎重に検討し、また議会にお諮りした上で、それぞれの方面
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に予算配分をして執行しておるところでございます。 

  当然のことながら、地方自治法にうたうところの住民の福祉の向上、これが第１

点で進めているわけでございまして、その中で、一挙に、今、お話の中学校まで無

料にすることは難しいですという答弁をしたところでございます。 

  今お話のように、当然のことながら、いずれそういう義務教育のところまでは無

料化っていうのは、私ども、あるいは近隣の町長もみんな理解しているところでご

ざいますので、貴重な御意見として承りながら進めてまいりたいと思っております。 

○議長（阿部 寛治） はい。山田議員。 

○議員（山田 眞士） はい、ありがとございます。 

  進めていきたいということは、三浦町長。 

  検討するっていうふうに解釈してもよろしいでしょうか。 

○議長（阿部 寛治） はい町長。 

○町長（三浦 正） 冒頭の質問の答弁にも同じように申し上げたところでございま

して、先輩議員の皆様方は、検討すると進めていくと違うとぜと思ってらっしゃる

方も多いかもわかりませんが、検討し進めていく、というような考えではいること

を御報告いたします。 

  答弁といたします。 

○議長（阿部 寛治） はい山田議員。 

○議員（山田 眞士） 最後にもう一つお聞きします。 

  進めていく、検討するということで、恐らく、来年の１月ぐらいまでには小川県

知事は、どうするかを決められるんじゃないかなと思っております。 

  それで、三浦町長もそのころまでにどういう姿勢でいかれるかを、そのとき発表

していただきますでしょうか。 

○議長（阿部 寛治） はい町長。 

○町長（三浦 正） 今の御意見にはそういうふうにしていただきたいという御要望

という形でお受け止めしたいと思いますがよろしゅうございましょうか。 

○議長（阿部 寛治） はい、山田議員。 

○議員（山田 眞士） この篠栗町を本当に小さな子どもからお年寄りまでみんなが、

平和で、安心して健康で住めるような町づくりにしていくためにも、どうか、町長、

この子ども医療費の無料化を、   考えていただいて、ともにこの篠栗町をつく

っていきたいと思っております。 

  これで私の質問は終わります。 
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○議長（阿部 寛治） はい。 

  はい。町長なんでしょうか。 

○町長（三浦 正） あの、   考えていないわけでは決してございませんので、

今の言葉は削除していただきたいと思います。 

○議長（阿部 寛治） はい、わかりました。 

  はい、削除します。 

○議員（山田 眞士） どうも申し訳ありません。 

  取り消しさせていただきます。 

  どうも失礼しましました。 

  よろしくお願いします。 

○議長（阿部 寛治） 大体１時間経過しまして、ここで、休憩をしたいと思います。 

  １１時５分より、よろしくお願いします。 

  暫時休憩します。 

（休憩 １０時５７分～１１時０５分） 
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再開 午前 １１時０５分 

○議長(阿部 寛治) 再開いたします。 

  質問順位５番、横山久義議員。 

○議員(横山 久義） 議席番号７番、横山でございます。 

  宝くじ助成事業に関する質問を簡潔に行いたいと思います。 

  宝くじの収益金を原資として、さまざまな助成事業が行われておりますが、とり

わけその中で、自治体にとってなじみが深く、しかも有益な助成事業に、コミュニ

ティー助成事業があることは御承知のとおりであります。 

  この事業は、１件当たりの助成が３００万円未満であるなどの制約はあるにして

も、その範囲内の事業規模であれば、全額を助成してもらえることになり、地域コ

ミュニティーの充実を目指す、地域にとっては魅力のある事業であると考えます。 

  わが町では、過去に屋根付きの相撲場を複数この事業を利用して建設した経緯が

あります。 

  しかし、最近、この事業を活用して、何かを行ったという話を予算,決算審議に

おいても聞きません。 

  私が聞き漏らしたのかもしれませんが、この際、改めて最近において、この事業

を活用した事例を教えていただきたいと思います。 

  そして、この事業を今後どのように活用されようと考えてあるのかもあわせてお

聞かせください。 

  町長は、就任当初から協働のまちづくりを目指しておられますが、協働のまちづ

くりを成功させるためには、地域コミュニティーの充実は、欠くことのできないも

のだと考えます。 

  そのことも、念頭においての答弁を求めます。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

  はい、三浦町長。 

○町長(三浦 正) 横山議員の宝くじ助成事業の活用について、答弁いたします。 

  宝くじ助成事業は、一般財団法人自治総合センターにおいて、宝くじの社会貢献

広報事業として、地域文化の振興のための「文化振興事業」、コミュニティー活動

の支援としての「コミュニティー助成事業」がありまして、地方自治体の振興及び

住民福祉の増進に寄与することを目的として取り組まれております。 

  さて、御質問の一つ目でございます。 

  最近の宝くじ助成事業を活用してるかどうかということでございますが、何項目
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かございますので、年次を追って御報告いたします。 

  まず、昨年１１月２９日にクリエイト篠栗で行いました「桂文枝独演会」も、こ

の文化振興事業の中の宝くじ文化公演事業として助成をいただき、開催したもので

ございます。 

  また、お話のコミュニティー助成事業では、年次を追って説明いたしますと、平

成２１年度は、町民への貸し出し用備品整備として、バドミントン兼用の支柱など

の購入費用を１５０万円の助成で行っております。 

  平成２４年度は、コミュニティー活動に必要な備品の整備として、校区づくり協

議会などで取り組んでいただいている、芝の管理に必要な機械備品や津波黒公民館

のテントやテーブルなどの備品購入費２件で４４０万円。 

  平成２５年度には、金出区公民館のテントやアンプなど備品購入費２５０万円。 

  平成２６年度には、田中区公民館のテントや太鼓などの備品購入費２２０万円の

助成をいただき、地域でのスポーツ行事や夏祭りなど、コミュニティー活動の促進

を図ることができております。 

  今年度においても、中町区公民館のテーブルや椅子などの備品購入費として２５

０万円。 

  町のＡＥＤ訓練用の資機材購入費として４０万円の助成を受けることとなってお

ります。 

  また、地域防災組織育成事業といたしましてでございますが、粕屋南部消防本部

において、平成２５年１０月に篠栗小学校萩尾分校の児童で結成されました少年消

防クラブに対しまして、昨年度（平成２６年度）に１００万円の助成金を利用いた

しまして、クラブ旗や活動服、ヘルメットなどの活動に必要な資機材が導入された

りしております。 

  以上が、近年の年度ごとの導入事業の内訳でございます。 

  コミュニティー助成事業は、宝くじの社会貢献広報事業でございますので、実施

後は、町の広報紙などで、宝くじの助成事業で整備、若しくは、実施いたしました

という旨の広報を行うことが義務づけられております。 

  今まで助成を受けた事業については、「広報ささぐり」に掲載して、町民の皆様

に周知しているところでございます。 

  ご質問の二つ目の今後のこの事業の活用方針についてでございますが、この宝く

じの社会貢献広報事業は、コミュニティー活動に必要な備品整備や安全な地域づく

りと共生のまちづくり、地域文化への支援や活力ある地域づくり等に対して、項目
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がわけてありまして、それぞれ助成をされています。 

  町といたしましても、助成事業の内容を十分に把握いたしまして、内容に合致す

るものがあれば、積極的に申請をし、実現に向けていきたいと思っております。 

  特に、コミュニティー活動の拠点である公民館における必要な備品整備につきま

しては、この事業を積極的に活用して地域でのスポーツ行事や夏祭りなどを通して、

多世代交流、コミュニティー活動の促進を図ることに役立ててまいりたいと考えて

おります。 

  以上でございます。 

○議長(阿部 寛治) 横山議員どうぞ。 

○議員(横山 久義） 今、答弁を聞きますとですね、毎年度とは言わないにしても、

かなりされているということでございます。 

  ただ、予算の審議、或いは決算のときにもですね、是非「この一部は、この宝く

じの助成事業を使いました。」と、いうようなことをやはり、言ってもらえればと

いうふうに思っております。 

  それから、勿論、それぞれの地域で公民館を主にしたですね、備品の整備等をさ

れております。 

  私もこの事業、いろいろ検討しまして考えたのに、町内にたくさんの街灯、或い

は防犯灯がございます。 

  この中で町が管理するもの、これは対象外でございますが、行政区が管理する防

犯灯というのでしょうか、これについてはですね、この助成事業に含まれるんです。 

  ですから各行政区にですね、いわゆる、話をしていただいて、例えば、新規に設

置する、或いはまた、今まで設置したものがですね、老朽化してる、或いはまた、

今はＬＥＤ対応の街灯があるかどうかわかりませんが、そういうものがあればです

ね、いわゆる省エネタイプのものに切り替える、町全体をまとめてやる方法もある

んじゃないかなというふうに思っておりますし、また一つ、これは、私の地元でで

すね、住民の方との話の中で聞いたのですが、今、いつ、どこで、どのような災害

があるかわからないと、そして、災害時の避難場所に公民分館が充てがわれている

わけですが、幸いわが町、私の地元の乙犬は、広い公民館でございますので、十二

分にキャパはあると思うんですが、残念なことに、入浴、或いはまた、ジャワー施

設がないと、要するに、何日間かそこに避難生活をするのに、どうしてもそれがい

るんじゃないかなということで、ただ、構造上、今の公民館内部に新たに設置する

ことはできないだろうと思いますんで、外付けをするような形になろうかと思うん
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です。 

  そしてまた、平時は、それを例えば、相撲の子ども達が練習の終わった後ですね、

いわゆる、シャワーを浴びるだとか、いろんな活用の方法はあると思います。 

  ３００万円以下の規模でできる範囲でですね、そういうのも、今後検討されたら

どうだろうかと、だから何れにしても、やはり各行政区にですね、こういう制度が

ありますよと、そして、いろんな要望があればですね、聞いていただいて、その中

で、思いもつかない良いものがあるかもしれませんので、是非そういうものをして

いただきたいなと思いますがいかがでしょうか。 

○議長(阿部 寛治) はい、町長。 

○町長(三浦 正) 貴重な御意見ありがとうございます。 

  いろいろな視点というものは、私どもが役場の中で考えるよりは、いろんな方々

とお話をすることによって生まれようかと思います。 

  まさに、冒頭の御質問中でも申し上げておりました対話による、まちづくりの中

でのいろんな視点を受けて、それに基づいて、この宝くじのコミュニティー助成事

業等々も使えるものがあるということがあれば、積極的に利用してまいりたいと思

います。 

  どうもありがとうございます。 

○議長(阿部 寛治) はい、横山議員。 

○議員(横山 久義） これで、私の一般質問を終わります。 

○議長(阿部 寛治) 質問順位６番、今長谷武和議員。 

○議員(今長谷 武和) ６番の今長谷武和です。 

  春の交通安全週間も終わり、新入学した子ども達も学校生活になれて、緊張が解

かれる時期かと思われます。 

  通学児童の列に車が突っ込む事故が後を絶たない昨今です。 

  我が町の生活環境は良いのですが、歴史のある町の欠点の一つであります、道路

が狭いと大半の町民が思われております。 

  我が町の狭い道路状況から判断すると、児童が車との接触事故に遭遇する確率は

高いかと考えられます。 

  通学道路さえ車が離合できないところが、この町内には多々ございます。 

  私の地元として申しわけないんですが、庄区の河野病院横から老松神社への道も

例の１か所でございます。 

  特に、朝は通勤時間帯と登校時間帯が重なり、非常に危険な光景を度々目撃いた
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します。 

  中には、ドライバー同士が、車の譲り合いで口論しているところも目撃いたしま

す。 

  児童が車を避け、ドライバーが安全を気遣いながら運転されているのが現状でご

ざいます。 

  そんな危険な多くの道を子ども達は、登下校に利用しております。 

  現状を解決し、児童の通学時における危険度を減少させ、安全に通学できる通学

路の対策はどのようにお考えですか。 

  また、安全に通学できる通学路への定期的な安全点検はなされていますか。 

  以上、教育長にお伺いいたします。 

○議長(阿部 寛治) はい、今の質問について答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長(西 邦彰） 失礼いたします。 

  今長谷議員からの通学路の整備点検についての御質問にお答えいたします。 

  町内各小・中学校の通学路の指定は、ＰＴＡが主体となって、子ども達の安全を

優先し、学校と協議の上決定しております。 

  そして、その結果を教育委員会へ報告していただいているところでございます。 

  現在、子ども達の通学時の安全を守るために、次の２点の取り組みを行っており

ます。 

  １点目は、地域の皆様による見守り活動です。 

  現在、約２３０名の方に登録いただき、ＰＴＡと協力しながら、子ども達の通学

時の安全確保をしていただいております。 

  ２点目は、青パトによる巡回です。 

  子ども達の登下校に併せて、分校も含めた４小学校区を巡回し、安全指導を行っ

ております。 

  次に、通学路の整備点検についてですが、平成２４年に京都府亀岡市で起こった

通学時の悲惨な交通事故を教訓に、全国で一斉に通学路の緊急合同点検が実施され

ました。 

  この点検には、道路の管理者である国、県、篠栗町と警察、学校関係者、教育委

員会が参加いたしました。 

  本町では、この緊急点検において、１８か所の危険箇所が指摘されています。 

  主な内容は、信号機の設置を求めるものや道路改良に伴うもので、１５件がこれ
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に当たります。 

  そのほかに、子どもの安全な道路通行や交通安全指導で改善できる危険箇所が３

件ありました。 

  そこで、１８か所の危険箇所につきましては、平成２６年度末までに改善を終了

いたしております。 

  今後も、各小中学校から新たに危険箇所が指摘されたものについては、国や県の

道路担当部局や警察当局と連携しながら改善を進めてまいります。 

  特に、本年度からは、篠栗町通学路安全推進会議を開催して、関係者が一体とな

って、子ども達の通学路の安全点検を実施し、改善に努めていく所存です。 

  この安全推進会議は、篠栗町都市整備課が主体となって進めていき、国や県、町

の道路担当部局、警察、学校関係者、ＰＴＡが参加いたします。 

  安全推進会議では、通学路における危険箇所の点検や対策の協議を行い、安全対

策を実施します。 

  さらに、実施した対策の効果を総合的に検証する通学路交通安全プログラムを作

成し、毎年、検討と検証を重ねていく予定です。 

  計画、実施、評価、改善のＰＤＣＡサイクルを繰り返し実施することで、国、県、

篠栗町の道路管理者と、警察、学校、ＰＴＡが一体となって通学路の安全向上を目

指してまいります。 

  なお、御指摘がありました河野病院から老松神社までの町道、田中・庄線につき

ましては、都市整備課と現地で確認いたしましたところ、町道の両側に、住居が建

ち並び、自動車の離合も困難な箇所が見られます。 

  現在、町道の西側には、水路を覆うことで十分な幅の歩道を確保しておりますが、

東側につきましては、歩道が設置できる状況にはないようです。 

  今後は、先ほど述べました篠栗町通学路安全推進会議を開催し、町内全体の通学

路につきまして、子ども達の安全確保に努めていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長(阿部 寛治) 西教育長の答弁が終わりました。 

  今長谷議員、何かございますか。 

  はい、今長谷議員。 

○議員(今長谷 武和) 子ども達の通学路の危険箇所が１８か所、全て改善されたと

いうことで、ありがとうございます。 

  ただし、私が思うのには、先ほども例を述べさしていただきましたが、確かに両
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側サイドに住宅街が建ち並んでおります。 

  しかし、そこをですね、何とか時間帯の一方通行とか、そういうことに改善でき

ないかと思うんですが、そういうところはいかがでしょうか。 

○議長(阿部 寛治) 西教育長、どうぞ。 

○教育長(西 邦彰） 今、今長谷議員のほうから御提案がありました、時間帯の一

方通行等を含めまして、この立ち上げます篠栗町通学路安全推進会議の中で、１番

最適な子ども達の安全確保の方法を検討してまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長(阿部 寛治) はい、今長谷議員。 

○議員(今長谷 武和) 最後に、要望でお願いをしたいんですが、篠栗町都市計画マ

スタープランの中にも通学道路や地区内の主要な生活道路では、緊急車両の通行で

きない狭隘部分の拡幅整備や危険な交差点の改良、行き止まり道路の解消、バリア

フリー化の対応等、道路環境形成の向上に努めるということがありますので、早急

に子どもの安全安心のためにも改善をお願いしたいということで、要望として私の

質問を終わります。 

○議長(阿部 寛治) はい、要望ですね。 

  一般質問順位７番、荒牧泰範議員。 

○議員(荒牧 泰範） 質問順位７番、議席番号１２番、荒牧でございます。 

  町長に２問ほどお尋ねいたします。 

  まず初めに、再度書店の誘致を望むということで、先日の日本経済新聞の社説に、

東京銀座に１冊の本しか売らない本屋さんが開店し、１冊の本の向こうに広がる世

界に触れたり、そういう場にすることが狙いだとあり、また別の事例では、家電店

の通路に本棚が並び、台所家電の横には料理本が置いてあるそうで、本を手掛かり

に生活の楽しさを見つけて欲しいというメッセージだそうです。 

  そして、１冊の本が持つ手触りとそこに込められた思い。本が並ぶ空間に身を置

く刺激。そうした味わいをデジタル世代にも知ってくれたらと思うと結んでありま

した。 

  また、先日の議員選挙の折にも、わざわざ私の事務所にお出でになり、書店の誘

致を希望する旨を伝えに来られた方をはじめ、行く先々で本屋さんが必要だとの声

が聞かれました。 

  商業ベースに乗らないから閉店が相次ぎ無くなってしまったわけですから、現在、

町有財産を福祉団体等に土地や建物を無償貸与していると同様に、これも住民福祉
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の一環と捉え、家賃を優遇するなどして書店の誘致を図っていただきたいのですが

いかがでしょうか。 

  お尋ねいたします。 

○議長(阿部 寛治) １問目の質問に対しての答弁を三浦町長に求めます。 

  はい、三浦町長。 

○町長(三浦 正) 荒牧議員の再度、書店の誘致を望むとの御質問にお答え申し上げ

ます。 

  これまで書店誘致関係の御質問につきましては、平成２３年９月議会から何度か

やり取りをしてまいりました。 

  今回の質問では、町有財産を社会福祉団体等へ無償で土地や建物貸与しているこ

とと同様に、住民福祉の一環としてとらえて、家賃優遇してはどうかということで

ございますが、現在のところ優遇するには法的根拠が必要でございますし、また、

他の業種との公平性等々も必要となってまいります。 

  土地や建物無償貸与しております社会福祉法人は、強い公共規制の中で、助成を

受けられる特別な法人として創設されております。 

  今お話のように、一書店に優遇措置を講じることは、法令上、該当する根拠に乏

しく、現在のところ難しい状況でございます。 

  しかしながら、書店誘致につきましては、継続して検討しているところでござい

まして、今年２月に、本こそ子どもの教育になくてはならないものとの信念で、地

方書店を支援しながら全国展開していらっしゃいます、四国高松の書店の社長様と

現地でお会いしてまいりました。 

  社長様の地方への思いは強く、ピーク時には全国５００店舗を持つ一大商店グル

ープにまで成長されている書店でございます。 

  現在、全国の書店が半減している厳しい状況の中で、篠栗町の状況お伝えし、書

店誘致についての御意見を賜ったところでございます。 

  単なる書店単独の進入新規参入はなかなか難しく、こうした先見性と実績を持つ

書店経営の経営者の協力を得て、そのノウハウを生かして、書店誘致に向けて、採

算がとれる企画書を作成し、現在、町内の量販店に提案しているところでございま

す。 

  議員がおっしゃってあります、町内に書店を誘致とのお気持ちは十分理解してい

るつもりでございますので、今後も、現在、継続してお願いしております協議が成

功するように、また、その後も書店誘致に向けて関係者に働きかけてまいりたいと
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考えております。 

○議長(阿部 寛治) 再質問がございますか。 

○議員(荒牧 泰範） １問目終わります。 

  次、２問目。 

  篠栗駅横自由通路の利便性向上を願うということで。 

  元来、私は篠栗駅の橋上化をなすべきと思っておりますが、町の現在の財政状況

等を考えますと、また、マイクで言うとなんですが、ＪＲの対応等を考えますとな

かなか、難しいもんがあろうかと思います。 

  そこで町長は、駅の南北アクセスを向上させるため、自由通路設置を計画されて

おりますが、現在の計画だと駅北側にロータリーを設け、そこで送りの車を降りて

自由通路を渡り駅の入り口（現在の入り口）へ向かうようになっております。 

  しかしながら、朝のそれこそ秒単位の通勤・通学時間を考えますと女性や高齢者

の足の速さを考えると送られる方も正面に回った方が早いと判断される方も多いと

思います。 

  そこで、自由通路途中に駅１番ホームへの昇降口を設け、ホームに降りた所に自

動改札機を設置してもらえば利便性が向上すると思いますがいかがでしょうか。 

  １番ホームなら以前要望されてた駅北側開設による駅員１人張り付け等の人員の

必要もなく、対応もスムーズにできると思われますので是非、実現していただきた

いと思います。 

  以上、質問いたします。 

○議長(阿部 寛治) ２問目の質問に対しての三浦町長の答弁をお願いします。 

  はい、三浦町長。 

○町長(三浦 正) それでは、篠栗駅横の自由通路の利便性向上を願うという御質問

に対してお答えいたします。 

  ＪＲ篠栗駅の北側からのアクセス改善につきましては、かねてからの課題でござ

いまして、駅の橋上化や北側改札口の増設などの検討を行ってまいりました。 

  また、ＪＲ九州とも何度も協議をしてまいりました。 

  ＪＲ九州側の費用負担の課題等もあり、慎重な態度をとられて実現に向けては厳

しいものでございました。 

  以前の取り組みでございますが、今お話ありましたような町が諸費用を負担する

から駅北側に自動改札口の昇降口を付けていただきたいと、ＪＲ九州にお願いした

際に、自動改札口でもトラブル時の対応のために、駅人員をもう１人増加しなけれ
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ばならないということから対応は難しいとの回答をいただき、断念した経緯がござ

います。 

  そこで、現在の跨線橋が老朽化していることもありまして、駅と切り離して、町

が篠栗駅の東側に自由通路を設けて、アクセスを改善することはどうかと協議した

結果、ＪＲ九州側の了承も得たことから自由通路建設に向けて動き出し、事業計画

に沿って着実に進捗しているところでございます。 

  今回計画している篠栗駅東側自由通路線は、あくまでも駅舎の東側を通り篠栗駅

とクリエイト篠栗を結び、途中で立体駐車場にアクセスできるような形状の通路と

しておりまして、平成２７年１月１３日に都市計画決定の告示を得ているものでご

ざいます。 

  自由通路建設へ向けて動き出してから決定までに約２年半、法定手続だけで約１

年弱を要した事業でございます。 

  今、議員が御提案されましたように自由通路の途中に駅１番ホームへの昇降口を

設けるには、ＪＲ九州との協議はもちろん、基本設計を見直し、都市計画決定の変

更を行わなければなりません。 

  さらに、社会資本整備総合交付金の手続について、概算要望から内定をいただく

までにまた１年間かかっており、それを再度やり直すということになってまいりま

す。 

  仮にそのようにした場合、計画している自由通路横にビーム柱といって電車の電

線を張っている重要な構造物がございまして、それが、等間隔に設置されてあるた

め、実現されるためにはかなりの移転費用と時間が掛かるとのＪＲ九州側の回答も

得ております。 

  また、自動改札機の設置費用も含めて、ＪＲ九州側の費用負担にもかなりなもの

となることから、実現は正直申し上げて厳しいものであると考え、現時点では、現

在計画している形状の自由通路建設を優先してまいりたいと考えております。 

  その現在計画の自由通路は、従来、駅の橋上化をイメージできる形状としており

ますので、自由通路完成の後に橋上化の実現に向けてＪＲ九州との新たな協議を進

めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの町長答弁に対しての再質問をどうぞ。 

○議員(荒牧 泰範）今まで町長が御苦労なされてるのは重々わかります。 

  今の計画を無くして、もう一度やってくれという意味ではございませんので。 
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  橋上化するというのも、これもまたなかなかこの何年かでというのも難しい話で

ございまして、この計画を進めつつ、なお且つ、ＪＲと協議を進めて１番ホームへ

降ろせるような手順を踏んでいただくというようなことは可能かどうか、ちょっと

お尋ねしたいんですが。 

○議長(阿部 寛治) はい、三浦町長。 

○町長(三浦 正) 今回の御質問において、私どもの担当課もＪＲ九州のほうに電話

で問い合わせたというレベルでございますので、その時点では正直申し上げて、今

申し上げましたＪＲが設置しております架線のための柱が何本もありました。 

  それを動かすということが非常に難しいよという答えをいただいております。 

  これから協議をいろいろ重ねていく中で、こういう御意見があるがどうかという

ことは再度お問い合わせしてみたいと思っております。 

○議長(阿部 寛治) はい、荒牧議員。 

○議員(荒牧 泰範） 町長が思い描いてらっしゃるのと僕らが聞いてる認識と住民

の方、特に北側の方は北口的なイメージの橋上化を頭に描いてらっしゃって、駅に

降りれないなら、それ意味ないよねという、捉え方をしてらっしゃる方も多々いら

っしゃいまして、その意味からしても、是非ともその今も町長いろいろ説明いただ

きましたんで、深くこれ再度お答えはいりませんが、是非１番線に降りれるような

努力をしていただきますよう要望して、全て質問を終わります。 

○議長(阿部 寛治) 要望で終わりました。 

  以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これを持ちまして散会といたします。 

散会 午前１１時３３分 


